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は じ め に

環境 と 調和 し た 農業 を 推進 し て い く た め に は， これ ま

での技術 を さ ら に 進 め た 環境負荷 低減 の た め の革新的農

業 技術 を 開発 す る こ と が必要不可欠 と な っ て い る 。 ま

た， 新た に 開発 さ れた技術 を 組み合わ せ て 総合化 し， 生

産現場で普及で き る 技術体系 と し て 確立す る こ と も 重要

な課題 と な っ て い る 。

1999 (平成 11 ) 年 7 月 に 食料 ・ 農業 ・ 農村基本 法 が

公布施行 され ， 基本理念の 4 本柱 の 中 で 「食料の安定供

給の確保」 お よび 「農業 の 持 続 的 な 発展」 が挙 げ られ

た。 これ に 関連 し て 「行政の立場か ら 」 述べ られ て い る

よ う に ， 病害虫 の 防除 に 関 し て は化学的合成農薬 を で き

る だ け減少 さ せ， 環境へ の 負荷 が少 な い病害虫防除技術

の開発が求 め られ て い る 。 農林水産技術会議事務局で は

国研農業 試験機関 を 中心 と し て プ ロ ジ ェ ク ト 研究 「環境

負 荷 低 減 の た め の 病 害 虫 群 高 度 管 理 技 術 の 開 発J

(1999�2003 (平成 1 1�15) 年度) を 開始 し た 。 国研 38

研究室， 委託先 22 研究機関 (公立 ・ 大学 ・ 民 間) が参

画 し て い る 。

I 研 究 目 的

本 プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 で は， 総 合 的 病 害 虫 管 理

(IPM) の概念 に 基 づ く 個別 の 防除技術の体系化等 に よ

り ， 高度 な 防除技術体系 を 確立す る 。

こ の た め， 天敵， フ ェ ロ モ ン， 抵抗性品種等農薬 を代

替す る 新た な 防除技術が開発 され つ つ あ り ， これ ら の技

術に よ り 農薬使用量 を 可能 な 限り削 減 す る こ と が期待 さ

れ て い る 。 し か し な が ら ， 現状で は ， これ ら の 技術 は 1

種類の病害虫 に 対 し個別 に 用 い られ て お り ， ま た ， 個々

の技術を組み合わせ， 複数導入 し た 場合であ っ て も それ

ら の相互関 係が十分 に解明 され て い な い た め ， 農薬使用

量を大 き く 減 ら す ま での 防除効果 を 上 げ る に は至 ら ず，

環境への負荷 低減 に は十分結び つ い て い な い。

Current StatusofIntegrated Pest Management. --Research 
Project-- By Y ohachiro HONDA 

( キ ー ワ ー ド : 環境負荷低減， 総合的病害虫管理 (JPM) ， 減農
薬， 農薬代替)

本研究 は こ う し た状況 を 踏 ま え ， 従来の単 一病害虫管

理 に対 し ， 病害虫群管理の概念 に 基づ く 防除手法の確立

を 目 的 と し た も の で， 現在 ま で開発 され て き た 天敵等多

様な 防除技術 を組み合わ せ， 各技術聞 の相乗 効果や補完

関係等 を解明 し ， 最 も 適切 な病害虫管理技術 を体系化す

る こ と に よ り ， 対象作物の播種か ら 収穫 ま での全農薬使

用量 を慣行防除 に 比 べ て 50%以上削 減 す る 病害虫群高

度管理技術 を 確立す る 。

H 研 究 内 容

1 対象農作物

野菜 (施設 ト マ ト ， 施設 ナ ス ， 施 設 メ ロ ン， キ ャ ベ

ツ ) ， 果樹 ( カ ン キ ツ ， ナ シ ) ， 茶， イ ネ ， 普 通 畑 作 物

(パ レ イ シ ョ ， ダ イ ズ) の病害虫防除 に つ い て ， 農薬代

替の個別防除技術の最適 な組み合わ せ や タ イ ミ ン グ等 を

検討 し ， そ れ ら の技術 を 中心 に し て 播種か ら 収穫 ま で に

至 る (果樹や茶で は毎年の) 一連の 主要病害虫防除技術

を体系化す る こ と に よ り ， 病害虫群 を 経済 的被害が発生

す る レ ベル以下 に 抑制が可能で， か つ 全農薬使用 量 を 慣

行防除 に 比 べ て 50%以上削 減が可能 な 病害虫群管理技

術 を確立す る 。 研究内容お よび 達成 目 標 は 次 の 3 項 目 で

あ るo

( 1 ) 農薬代替 に か か わ る 個別技術間の相乗 効果や補

完関係等 を明 ら か に す る 。

( 2 ) 農薬代替 に か か わ る 個別技術 を 中心 に し て 病害

虫防除技術 を体系化す る 場合 の 問題点 を明 ら か に す る 。

( 3 ) 個別技術 を適切 に組み合わ せ ， 播種か ら 収穫 ま

での 全農薬使用 量 を 慣行防除 に 比 べ て 50%以上削 減 が

可能 な病害虫群管理技術 を 確立 す る 。

皿 研究実施計画

野菜 (施設 ト マ ト ， 施設 ナ ス ， 施設 メ ロ ン， キ ャ ベ

ツ ) ， 果樹 ( カ ン キ ツ ， ナ シ ) ， 茶， イ ネ ， 普 通 畑 作 物

(パ レ イ シ ョ ， ダイ ズ) に つ い て ， 農水省 国研が 38 課題

を担当 し ， 公立 ・ 大学 ・ 民間への委託 ( 開発試験お よび

実証試験) が 22 課題で あ る 。

1 野菜の病害虫群の総合管理技術の確立と 実証

( 1 )  施設 ト マ ト の病害虫防除技術の体系化 と 実証
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1 )  土 壌消毒後 に 病原菌が復活 し て く る 機構 を 解明

し ， そ の抑制手法 を 開発す る 。 土 壌 く ん蒸剤の代わ り に

熱水土 壌消毒 を 行 う こ と で く ん蒸剤処理 を な く す。

2) ト マ ト 各品種 に 有効な弱毒 ウ イ ル ス を選定 し ， 各

弱毒 ウ イ ル ス の複合利 用 技術 を 確立 す る 。 CMV 防除 を

目 的 と し た媒介虫 ア プ ラ ム シ 防除用薬剤 の使用量 を大幅

に削 減す る 。

3) 線虫 を 防除す る た め に 天敵出芽細菌が有効化す る

臨界密度や物理的条件 を 解明 し ， そ の効果的施用技術 と

効果発現短縮 技術 を 開発す る 。 菌根菌処理， 熱水土壌消

毒， 有機物資材投入 な ど を 行 う こ と に よ り 土壌 く ん蒸剤

や殺線虫剤 の使用量 を 50%以下に削 減す る 。

4 )  マ メ ハ モ グ リパ エ， コ ナ ジ ラミ 類 と そ れぞれの複

数の寄生蜂 と の相互作用 を解析す る た め の モ デル を作成

し ， 寄生蜂の 最適放飼方法， 環境条件等 を摘 出 す る 。

5) 有力 な マ メ ハ モ グ リ パ エ の在 来寄生蜂 を 選定 し ，

大量増殖法 を確立す る 。 ま た ， マ メ ハ モ グ リパ エ 防除 に

お げ る パ ン カ一 法 を確立す る 。

6) 紫外線除去が， マ メ ハ モ グ リパ エ， コ ナ ジ ラミ 類

等の寄生性， 捕食性天敵の分散， 密度抑制効果 に 及ぽす

影響 を解明 し， 紫外線カ ッ ト フ ィ ルム と 天敵の複合利用

技術 を確立す る 。

( 2 ) 施設ナ ス の病害虫防除技術の体系化 と 実証

施設ナ ス は作期が長 く ， 害虫の種類 も 多 い た め， 薬剤

の使用 回 数 も 多 い。 主要害虫 で あ る ア ザミ ウ マ ， ハ ダ

ニ， ア プ ラ ム シ等 に 有効な天敵 を 導入 し ， 農薬 を必要最

小限 に 抑 え た 環境保全型の 防除技術 を確立す る 。

1 )  ア ザミ ウ マ類の防除 に は捕食性 カ メ ム シ を利用す

る が， 冬季 で も 利用可能 な非休眠性ノ、 ナ カ メ ム シ の利用

に つ い て研究す る 。 ま た ， ク ク メ リ ス カ プ リ ダニ や デ ジ

ェ ネ ラ ン ス カ プ リ ダニ の効率的利用 を 図 る 。

2 )  ハ ダニ類の防除 に は カ プ リ ダニ類 を 用 い る が， 薬

剤抵抗性チ リ カ プ リ ダニ や ケ ナ ガ カ プ リ ダニ， ミ ヤ コ カ

プ リ ダニ の ナ ス での適性な種類や使い 方 を 解明 す る 。

3) ア プ ラ ム シ類の 防除 に は寄生蜂の コ レ マ ン ア プ ラ

パ チ 等 を利用す る 。 ア プ ラパ チ や ハ ナ カ メ ム シ はパ ン カ

ー植物で維持増殖 を 図 る 管理方法 を確立す る 。

( 3 ) 施設 メ ロ ン の 病害虫防除技術の体系化 と 実証

施設栽培 メ ロ ン に お い て ， 熱水消毒， 弱毒 ウ イ ル ス 等

を利用 し た 主要な土壌病害 ( つ る 割病， 黒点根腐病， 菌

核病， キ ュ ウ リ 緑斑モ ザイ ク ウ イ ル ス ， メ ロ ン え そ斑点

ウ イ ル ス ) の 防除技術お よび 機能水 を利用 し た 地上部病

害 ( う ど ん こ 病， ぺ と 病) の 防除技術 を 確 立 す る 。 ま

た ， 主要害虫 ( ワ タ ア プ ラ ム シ， コ ナ ジ ラミ 類， ハ ダニ

類， ア ザミ ウ マ 類) に 対 し て ， 各種天敵類 を 中心 と し ，

選択的農薬や ア プ ラ ム シ抵抗性品種 を組み合わ せ た 総合

防除の体系 を 確立す る 。

( 4 ) キ ャベ ツ の病害虫防除技術の体系化 と 実証

エ ン ド フ ァ イ ト や根圏細菌 あ る い は対抗性植物 を 利 用

し た 新 し い根 こ ぶ病防除技術 を 確立す る と と も に ， 混 作

や天敵 を利用 し た 害虫 の耕種的， 生物的防除法 を 確立 す

る こ と に よ り ， 農薬 に よ る 環境負荷 を低減す る 総合的な

キ ャベ ツ 病害虫防除技術 を 開発す る 。

1 )  根 こ ぶ病 に 有効 な 輪作作物 や 対抗性植物 を 選抜

し ， そ の有効利 用 法 を 開発す る と と も に ， 混 作や 天敵や

環境保全型資材の利用 に よ る モ ン シ ロ チ ョ ウ ， コ ナ ガ等

の害虫防除技術 を 開発す る 。

2 果樹の病害虫群の総合管理技術の確立と 実証

( 1 )  カ ン キ ツ の病害虫防除技術の体系化 と 実証

1) 土 着 の 天敵類の発生密度 お よび 活動性 を 高 め る 要

因 を 解明 し ， 栽培技術への導入の可否 を検討す る 。

2 )  天敵類 に対す る 農薬 (含マ シ ン油 ) の 影響 を明 ら

か に す る と 同時 に ， マ シ ン油 を基幹 防除剤 と し た 散布体

系下でのハ ダニ類 と そ の天敵類への影響 を評価す る 。

3) ア プ ラ ム シ類 と ア ザミ ウ マ 類 に つ い て ， 土着 天敵

類の活動助長技術 を検討す る と と も に ， そ れ ら に対 す る

農薬の影響 を評価 し， 適用薬剤 と 散布時期の 最適化 を 図

る 。

4 )  飛来性害虫 に 対 し て効果があ り ， 天敵類の活動 に

悪 影響の少な い光反射 シ ー ト の素材お よび 施用時期 を 明

ら か に す る 。

( 2 ) ナ シ の病害虫防除技術の体系化 と 実証

1)  ハ ダニ の種 と 密度 に 対応 し た 天敵類の 集 中 反応お

よび 捕食行動 を明 ら か に す る と と も に ， 天敵 を誘引 す る

物質の有効性 を解析す る 。

2 )  ハ ダニ の成長阻害物質 を 同定 ・ 合成 し ， 合成物 を

バイ オ ア ッ セ イ し て効果 を判定す る 。

3) ハ ダニ の合成成長阻害物質が非対象種， 特 に 天敵

類 に ど の よ う な作用 を及ぽすか を 評価す る 。

4) 合成成長阻害物質のハ ダニ へ の 最 も 有効な利用技

術 を 開発す る 。

5) 混 合性 フ ェ ロ モ ン の鱗麹目 害虫 に対す る 交信 か く

乱 効果 を明 ら か に す る 。

6) カ メ ム シ類 に 対す る 土着天敵類の 発生生態 と 寄生

特性お よび 集合 フ ェ ロ モ ン に 対す る 集中行動 を 明 ら か に

す る 。

3 茶の病害虫群の総合管理技術の確立と 実証

( 1 )  病害虫 の総合防除技術の確立

1)  耕種的防除 ・ 機能水消 毒 を 核 と し た炭痘病， 輪斑

病等病害の総合防除技術の確立
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弱 ア ル カ リ 剤， 酸性水等 の抗菌物質の新芽処理で炭痘

病の発生 を抑制 し う る 。 整第枝 技術， 有用微生物， 抗菌

物質等各種の 防除技術 を 組み 合わ せ ， 各技術聞 の相乗 効

果や補 完関係等 を解明 し ， 最 も 適切 な総 合防除技術 と し

て体系化す る 。

2 )  高度予察法 と 在来天敵利用 に よ る ハ マ キ ガ類 と カ

ンザワ ハ ダニ の総 合防除技術の確立

茶園 に お け る 重要害虫で あ る ハ マ キ ガ類， カ ン ザワ ハ

ダニ， ナ ガ チ ャ コ ガ ネ 等 を対象 に ， 性 フ ェ ロ モ ン， BT 
剤， 頼粒病 ウ イ ル ス ， 捕食性天敵， 寄生性天敵， 物理的

防除等各種の 防除技術 を 組み合わせ， 各技術聞 の相乗 効

果や補 完関係等 を 解明 し ， 最 も 適切 な総 合防除技術 と し

て体系化す る 。

4 イ ネ の病害虫群の総合管建技術の確立と 実証

現在個々 に 開発が進め ら れて い る ， マ ル チ ラ イ ン， 耐

病 ・ 耐虫性品種， 発生予察， 無病化種子， 機 能水， 少量

散布技術等 を よ り 効果的防除技術 と し て 完成 し ， そ れ ら

を機 能的に組み立て ， 体系化， 総合化す る こ と に よ り 現

在の農薬使用量の半 減 を 可能 に す る 高精度 ・ 環境負荷低

減型防除体系 を 確立す る 。

( 1 )  東 日 本 に お け る 病害虫防除技術の体系化 と 実証

1) 病害の総合防除技術の確立

い も ち 病， ばか苗病， 紋枯病， も み枯細菌病， イ ネ シ

ン ガレ セ ン チュ ウ 等 を対象 に ， 発生予察技術， マ ル チ ラ

イ ン， 抵抗性品種の利用， 無病化種子 ・ 機 能水 に よ る 種

子の無病化， 肥培管理技術の効果的活用法， 高精度化 を

図 る と と も に ， 効果的 な組み合わ せ技術 を 開発 し ， 低環

境負荷 ・ 高精度病害防除体系 を確立す る 。

2) 虫 害の総 合防除技術の確立

イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ， イ ネ ド ロ オ イ ム シ， イ ネッ ト ム

シ， ツ マ グ ロ ヨ コ バイ ， セ ジ ロ ウ ン カ ， カ メ ム シ類 を対

象 に ， マ ル チ ラ イ ン， 耐虫性品種， 発生予察， 少量散布

技術等 を よ り 効果的防除技術 と し て 完成 し ， そ れ ら を機

能的に組み立て， 体系化， 総 合化す る こ と に よ り 現在の

農薬使用量の半 減 を 可能 に す る 高精度 ・ 環境負荷低減型

防除体系 を確立す る 。

( 2 )  西 日 本 に お け る 病害虫防除技術の体系化 と 実証

1) 病害の総 合防除技術の確立

稲作期間中に発生する主要病害について， 個別に滅農
薬 を指向 し た 防除技術の 開発を行い， こ れ に基づい た効

率的な総合防除体系 の確立 を 図 る 。

( i ) い も ち 病 : 園場抵抗性の利用， 珪酸資材 を施用

に よ る イ ネ 体抵抗力 の相乗 的増強効果 を解明す る 。

( ii )  紋枯病 : 珪酸資材 施用 に よ る イ ネ 体抵抗力 の増

強 と 発生予察モ デル に よ る 後期進展 の 予測 を行い， 防除

要否 の判定 を す る 。

( iii) も み枯細菌病 : 生物防除剤 (措 抗細菌， 非病原

性細菌) 処理 に よ る 防除方法 を検討 し 技術化 を 図 る 。

( iv) 育苗期病害 : 生物防除剤処理 に よ る も み枯細菌

病 (苗腐敗) ， 苗立枯細菌病， ばか苗病 の 防除効果 の 検

討 と 技術開発 を 図 る 。

2) 害虫の総 合防除技術の確立

西 日 本地域 の重要病害 で あ る ト ピ イ ロ ウ ン カ ， コ プ ノ

メ イ ガ の水回生態系 に お げ る 動態 を明 ら か に し 高精度発

生予察技術 を 開発 し て ， 防除要否 の判定 を行い， 天敵 な

ど を 活用 し な が ら滅 農薬 を 指 向 し た 効率的 な総 合防除体

系の確立 を 図 る 。 ま た ， 主要病害虫 を低密度 に抑 え る 水

稲栽培技術体系 の確立 を 図 る 。

( i ) ト ピ イ ロ ウ ン カ 耐虫性系統の育成。

( ii ) イ ネ 生態防御機 構， 天敵動態 を加味 し た ト ピ イ

ロ ウ ン カ 高精度発生予察技術 を 開発す る 。

( iii) コ プ ノ メ イ ガ性 フ ェ ロ モ ン の製剤j化 と こ れ を利

用 し た 高精度発生予察技術 を 開発す る 。

( iv) 天敵利 用， 放飼技術 の 開 発 お よ び草 生， マ ル

チ， 減耕起栽培下での主要害虫 の 動態 を解明 し 水稲抵抗

力 を増強させ る 栽培体系 を 開発す る 。

5 通畑作物の病害虫群の総合管理技術の確立と 実証

( 1 )  ノ Tレ イ ショ の病害虫防除技術の体系化 と 実証

1) 病害の総合防除技術

( i ) 疫病 : 圃場抵抗性が異 な る 品種 を 栽培 し ， 発生

予察 に 基づいた殺菌剤の使用下 に お け る 発病進展経過 を

観察す る こ と に よ り ， 圃場抵抗性利用 に よ る 殺菌剤使用

量削 減法 を 開発す る 。

( ii ) そ う か病 : 紙筒移植栽培 に よ る 防除法 を 開発す

る た め， 防除効果の確認 と 実用 化 を 検討す る 。 ま た ， 機

能水 に よ る 種イ モ 消毒効果 の 有無 を 明 ら か に す る 。

(jjj) シ ス ト セ ン チュ ウ : 抵抗性 を核 と し た 防除技術

の開発の た め， 抵抗性品種 を積極的 に利用 し た 線虫密度

の低減化 と ， 高密度汚染圃場 に お け る紙筒移植技術等 に

よ る補 完防除法 を 明 ら か に す る 。 ま た ， 圏内分布各地域

個体群 に つ い て 寄生型， 遺伝的ぱ ら つ き 等 の 把握， 抵抗

性品種連作下での個体群変動 を解明す る 。

2 )  害虫の総合防除技術の確立

( i ) 主要捕食性天敵の ア プ ラ ム シ捕食能力 : ナ ナ ホ

シ テ ン ト ウ ， ナ ミ テ ン ト ウ ， ナ ミ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ等 に

つ い て捕食量 を 明 ら か に す る 。

( ii ) 殺虫剤の散布時期 ・ 回数 と ア プ ラ ム シ お よ び天

敵類の発生動態 と の 関係 の解明 : 代表的な殺虫剤 を 用 い

て散布団数 を 変 え た 区 を 設定 し， ア ブ ラ ム シ お よ び捕食

性天敵 の 発生消長 を 調査 し て ， 1�2 回 散布 の 最適散布
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時期 を 明 ら か に す る 。

( iii) 殺虫剤 の 使 用 量 の 変化 に よ る潜 在害虫 の顕在

化: 特 に オ オ ニ ジ ュ ウ ヤ ホ シテ ン ト ウ に着 目 し， 発生消

長 を 明 ら か に す る 。

( 2  ) ダイ ズ の病害虫防除 技術の体系化 と 実証

1) 東 日 本の病害の総合防除技術の確立

( i ) 有機物施用 の有無， マ ルチ の有無等 に よ る セ ン

チ ュ ウ の増殖性の検討 を行 う 。

( ii )  総合防除 技術開発の た め の 園場造 成 を行 う 。

( iii) 線虫増殖圃場 に おい て牛糞， エ ダマ メ ， 夏 期マ

ル チ等 の 導入が輪作効果 に お よ ぽす影響 を 解明す る 。

Civ) 各種対抗植物の シ ス ト セ ン チ ュ ウ 密度低減効果

を調査す る 。

( v )  緑肥 作物 と 対抗植物 を組み合わ せ た 防除法 を検

討す る 。

(vi) 各種対抗作物， 緑肥 の シ ス ト セ ン チ ュ ウ への作

用 を調査 し ， 密度低減 に 有効 な 品種 を選定す る 。

(vii) 緑肥鋤 き 込みや堆厩肥 な ど の施用 が シ ス ト セ ン

チ ュ ウ に 与 え る 影響調査お よ び防除 効果 を解明す る 。

( viii) 有機物施用 と 対抗植物 を組み合わ せ た 防除 法 を

実証 し ， 大規模 畑作地帯での輪作体系 を考慮 し た効果的

な導入法 を検討す る 。

2 )  東 日 本の虫害の総合防除 技術の確立

( i )  E LISA， RT-PCR に よ る ア プ ラ ム シ 体 内 か ら

の ウ イ ル ス 検出法 を 開発す る 。

(ii ) ア ブ ラ ム シ の誘引 ・ 捕獲 シ ステ ム を 開発 す る 。

( iii) ア プ ラ ム シ の推定保毒率 と 予察 結果 に 基づい た

防除 要否判定 シ ステ ム を 開発す る 。

Civ) シ ルバーテ ー プや べた が け ， わい 化病抵抗性品

種な どの活用 に よ り 発病株率が低下す る か否か を検討す

る 。

( v )  カ メ ム シ 類 防除 に 対 し 晩播栽培や ト ラ ッ プ作

物， 障壁 作物 な ど の 混作技術 を検討す る 。

(vi )  Bt 剤散布や選択性殺虫 剤 の 少量散布 に よ る サ

ヤ ム シ類の 防除法 を検討す る 。

3 )  西 日 本の虫害の総合防除 技術の確立

( i ) ハ ス モ ン ヨ ト ウ に抵抗性の 実 用 品種 を 育成 し ，

抵抗性品種の 的確な利用 に よ り ， 農薬使用量 を低減で き

る 技術 を 開発す る 。

( ii ) 誘引物質 の有効活用技術 を 開発 し ， 寄生蜂 に よ

る カ メ ム シ卵 の 防除 効果 を 高 め る こ と に よ り ， 農薬使用

量 を低減で き る 技術 を 開発す る 。
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